
之
強
風
雨
ニ
是
又
立
木
迄
も
吹
倒
し
候
次
第
ニ
御
座
候

慶
応
の
米
価
急
騰

西
村
善
雄
家
文
書　

慶
応
二
年
﹇
一
八
六
六
﹈
八
月
七
日

当
寅
年
田
作
之
儀
、
其
以
来
兎
角
不
順
ニ
而

中
稲
・
晩
稲
共
盆
後
ニ
至

り
候
而
茂

出
穂
悪
敷
、
如
何
御
座
候
哉
、
日
夜
心
配
罷
在
候
処
、
去
ル

七
日
夜
中
暁
ニ
至
、
暴
風
雨
ニ
而
村
中
之
田
作
一
円
吹
荒
、
何
共
可
レ

申
様
無
二
御
座
一

善
政

昭
和
初
年
の
土

地
の
古
老
の
話　

慶
応
四
年
﹇
一
八
六
八
﹈
一
月

慶
応
四
年
正
月
が
伏
見
鳥
羽
の
戦
で
、
ビ
ク
ビ
ク
肝
を
冷
や
さ
ね
ば
な

ら
な
ん
だ
。
そ
れ
に
引
き
続
い
て
こ
の
大
水
だ
。（
中
略
）
ち
ょ
う
ど

四
月
上
旬
か
ら
大
雨
が
降
り
続
い
て
、淀
川
木
津
川
が
大
い
に
増
水
し
、

大
池
は
お
よ
そ
一
丈
八
尺
余
り
の
増
水
だ
。
と
う
と
う
五
月
十
二
日
丑

の
刻
（
午
前
二
時
）
宇
治
橋
の
下
流
、
い
ま
の
桜
井
の
池
の
堤
が
二
百

間
余
り
も
切
れ
、
さ
か
落
し
に
押
寄
せ
て
き
た
。
流
水
は
当
時
宇
治
橋

の
本
に
あ
っ
た
橋
姫
神
社
を
押
し
流
し
、
槇
島
村
を
浸
し
て
エ
ン
バ
堤

を
巨
椋
大
橋
の
上
手
で
切
り
、
小
倉
の
北
で
は
橋
本
町
の
定
右
衛

門
・
三
四
郎
・
与
吉
・
卯
右
衛
門
・
万
吉
・
熊
右
衛
門
・
幸
右
衛
門
・

覚
右
衛
門
・
茂
平
治
・
文
七
都
合
十
軒
が
流
さ
れ
、
三
四
郎
の
お
仲
婆

さ
ん
は
ク
ズ
屋
の
家
と
い
っ
し
ょ
に
大
池
へ
流
さ
れ
、
大
声
あ
げ
て
い

た
の
を
、
助
け
船
を
出
し
て
破
風
よ
り
助
け
出
し
た
。

戊
辰
の
淀

都
鄙
新
聞
第
四
号　

慶
応
四
年
﹇
一
八
六
八
﹈

淀
城
中
一
円
ノ
水
中
ト
成
リ
淀
橋
流
レ
落
チ
所
々
堤
切
レ
モ
有
レ
之

災
害
の
な
か
か
ら

京
都
日
出
新
聞　

昭
和
九
年
﹇
一
九
三
四
﹈
九
月

暁
過
ぎ
か
ら
近
畿
地
方
を
襲
う
た
空
の
大
魔
王
、
猛
台
風
は
狂
ひ
に
狂

ひ
暴
れ
に
暴
れ
、
募
る
狂
暴
さ
は
午
前
八
時
半
に
至
つ
て
、
風
速
実
に

二
十
八
メ
ー
ト
ル
、京
都
付
近
を
突
い
て
当
地
未
曽
有
の
烈
風
と
な
り
、

看
板
を
吹
き
、
電
柱
を
倒
し
、
屋
根
を
剥
ぎ
、
家
を
飛
ば
し
、
倒
壊
家

屋
は
無
数
、
死
者
、
負
傷
者
続
出
、
殊
に
淳
和
、
西
陣
、
八
幡
、
朱
雀

第
七
等
々
小
学
校
の
崩
壊
は
、
授
業
開
始
の
間
際
の
こ
と
と
て
幼
き
者

の
死
亡
は
百
に
垂
ん
と
し
て
、
悲
惨
眼
も
当
て
ら
れ
ず
。

土
砂
災
害

京
外
へ
の
道

日
本
紀
略　

天
暦
三
年
﹇
九
四
九
﹈
五
月
二
十
二
日

近
く
は
曾
て
粟
田
山
路
俄
か
に
以
て
頽
破
し
、
已
に
損
害
を
な
す
、
車

馬
の
往
還
甚
だ
煩
い
多
し
、
官
使
を
差
し
て
実
検
を
加
う
べ
き
の
由
、

宣
旨
を
山
城
国
に
給
う

地
震
災
害

橋
梁
の
造
営
と
河
川
の
修
理

山
槐
記　

元
暦
二
年
﹇
一
一
八
五
﹈
七
月
九
日

午
の
剋
、
地
震
う
、
五
十
年
已
来
未
だ
覚
悟
せ
ず
、（
中
略
）
後
に
聞
く
、

宇
治
橋
皆
以
て
顚
倒
す
、
時
に
之
を
渡
る
人
十
余
人
橋
に
乗
り
水
に
入

る
、
其
の
中
一
人
溺
死
す
と
云
々

市
街
の
周
辺
地
域
へ
の
拡
大

花
園
天
皇
宸
記　

正
和
六
年
﹇
一
三
一
七
﹈
一
月
五
日

後
に
聞
く
、
地
震
の
間
、
人
家
或
は
顚
倒
す
と
云
々
、
白
河
辺
り
五
人

死
者
あ
り
と
云
々
、
元
暦
以
来
此
の
如
き
地
震
未
だ
あ
ら
ざ
る
歟
、
近

代
未
曾
有
と
云
々
、
正
応
の
関
東
大
地
震
は
数
日
と
云
云
、
其
の
時
尚

此
に
如
か
ず
と
云
々

慶
長
の
大
震
災

義
演
准
后
日
記　

慶
長
元
年
﹇
一
五
九
六
﹈
閏
七
月
十
三
日

伏
見
の
事
、
御
城
・
御
門
殿
以
下
大
破
、
或
は
顚
倒
、
大
殿
守
（
天
守
）

悉
く
崩
れ
て
倒
れ
了
ぬ
、
男
女
御
番
衆
多
死
す
、
い
ま
だ
そ
の
数
を
知

ら
ず
、
其
外
諸
大
名
の
屋
形
、
或
は
顚
倒
、
或
は
相
残
る
と
い
え
ど
も

形
ば
か
り
な
り
、
其
外
在
家
の
て
い
ら
く
前
代
未
聞
、
大
山
も
崩
れ
大

路
も
破
裂
す
、
た
だ
ご
と
に
非
ず

慶
長
の
大
震
災

増
補
家
忠
日
記　

慶
長
元
年
﹇
一
五
九
六
﹈

上
﨟
女
房
七
十
三
人
、
仲
井
（
居
）
下
女
五
百
余
人
横
死
す

慶
長
の
大
震
災

言
経
卿
記　

慶
長
元
年
﹇
一
五
九
六
﹈
閏
七
月
十
三
日

一
、
寺
内
ニ
ハ
門
跡
御
堂
（
本
願
寺
）、
興
門
御
堂
（
興
正
寺
）
等
顚

倒
了
、
両
所
ニ
テ
人
二
、三
人
死
去
了
、
其
外
寺
内
家
悉
大
略
崩
了
、

死
人
三
百
人
ニ
相
及
了
、
全
キ
家
一
間
（
軒
）
モ
無
レ
之



一
、
上
京
ハ
少
損
了
、
下
京
ハ
四
条
町
事
外
相
損
了
、
以
上
二
百
八
十

余
人
死
也
、
東
之
寺
其
瓦
フ
キ
ハ
崩
了

一
、　

禁
中
ハ
少
ニ
相
損
也
云
々

文
政
の
大
地
震

本
朝
地
震
記

浮
世
の
有
様　

文
政
十
三
年
﹇
一
八
三
〇
﹈
七
月
二
日

七
月
二
日
、
朝
よ
り
一
天
晴
に
あ
ら
ず
く
も
る
に
あ
ら
ず
、
俗
に
あ
ぶ

ら
照
と
い
へ
る
け
し
き
に
て
、
蒸
炎
昨
日
に
増
り
、
凌
ぎ
難
か
り
し
が
、

漸
く
に
七
つ
頃
（
午
後
四
時
）
と
な
れ
ば
、
や
が
て
暑
気
も
少
し
は
さ

る
べ
き
也
と
お
も
ひ
居
た
る
折
か
ら
、雷
声
の
ご
と
き
虺
々
（
く
わ
い
）

と
ひ
び
く
と
等
し
く
、
夥
し
く
地
震
出
ず
、
是
は
い
か
に
と
、
衆
人
お

ど
ろ
く
間
も
な
く
、
引
続
た
る
大
地
震
、
見
る
見
る
家
蔵
の
震
動
す
る

事
、
宛
も
浪
の
う
ち
ま
た
が
る
が
ご
と
く
、（
中
略
）
宝
暦
の
む
か
し

は
い
ざ
知
ら
ず
、
八
十
年
来
珍
し
き
事
な
り
け
り
、
扨
京
都
の
人
家
或

は
倒
、ま
た
柱
ゆ
が
み
、天
井
お
ち
、或
は
竈
の
壊
た
る
尤
も
多
く
、（
中

略
）
凡
京
中
の
土
蔵
に
一
ヶ
所
と
し
て
満
足
成
は
な
く
（
中
略
）
京
都

の
人
家
大
小
と
も
破
損
せ
ざ
る
な
け
れ
ば
、
急
に
其
修
理
を
な
さ
ん
と

す
れ
ど
も
、
大
工
・
左
官
は
も
と
よ
り
手
伝
人
歩
（
夫
）
に
い
た
る
迄
、

迚
も
家
々
に
充
る
事
か
た
け
れ
ば
、
や
う
い
に
出
来
ら
ず
、
適
々
来
る

と
い
へ
共
、
一
日
来
れ
ば
二
日
来
ら
ず
、
二
日
か
か
れ
ば
五
日
休
む
が

ゆ
え
、
修
理
も
全
か
ら
ず

地
震
の
季
節

兎
園
小
説
拾
遺　

文
政
十
三
年
﹇
一
八
三
〇
﹈

別
し
て
上
京
、
西
山
辺
、
嵯
峨
桂
川
つ
づ
き
、
伏
見
辺
荒
れ
強
く
前
代

未
聞
の
事

弘
化
・
嘉
永
の
世
情

安
達
清
風
日
記　

嘉
永
七
年
﹇
一
八
五
四
﹈
閏
七
月
十
四
日

京
師
は
量
軽
き
方
に
候
乍
、
土
蔵
石
灯
籠
類
の
全
き
も
の
は
無
レ
之
候

弘
化
・
嘉
永
の
世
情

安
達
清
風
日
記
、

若
山
要
助
日
記
　

嘉
永
七
年
﹇
一
八
五
四
﹈
一
一
月

此
度
之
地
震
殊
に
甚
敷
、
京
師
も
余
程
之
地
震
に
て
、
主
上
近
衛
公
之

邸
に
御
遷
坐
、
大
坂
も
高
潮

火 

災

京
内
の
構
成
と
町
の
発
達

日
本
後
紀　

大
同
三
年
﹇
八
〇
八
﹈
十
月
八
日

左
衛
士
坊
に
火
を
失
し
、
百
八
十
家
を
焼
く
、
物
を
賜
う
こ
と
差
あ
り

京
内
の
構
成
と
町
の
発
達

続
日
本
後
紀　

承
和
六
年
﹇
八
三
九
﹈
閏
一
月
十
五
日

織
部
司
織
手
町
災
す
、
百
姓
の
廬
舎
数
烟
を
焼
く

京
内
の
構
成
と
町
の
発
達

続
日
本
後
紀　

承
和
六
年
﹇
八
三
九
﹈
四
月
十
五
日

左
馬
寮
国
飼
町
に
火
つ
け
り
、
其
の
燼
、
中
院
細
殿
の
上
に
飛
落
す
、

撲
滅
す
る
な
り

京
内
の
構
成
と
町
の
発
達

続
日
本
後
紀　

承
和
八
年
﹇
八
四
一
﹈
七
月
六
日

左
兵
衛
府
駕
輿
丁
町
の
西
北
角
、
火
を
失
し
、
百
姓
の
廬
舎
卅
余
烟
を

焼
損
す
、
行
人
を
駆
せ
追
い
撲
滅
せ
し
む
る
な
り

京
内
の
構
成
と
町
の
発
達

続
日
本
後
紀　

承
和
九
年
﹇
八
四
二
﹈
七
月
十
九
日

左
京
（
木
脱
カ
）
工
町
に
災
す
、
廬
舎
廿
烟
を
燔
く

京
内
の
構
成
と
町
の
発
達

続
日
本
後
紀　

承
和
十
四
年
﹇
八
四
七
﹈
八
月
二
十
一
日

西
京
衛
士
町
災
す
、
百
姓
廬
舎
卅
余
烟
を
焼
く

京
内
の
構
成
と
町
の
発
達

続
日
本
後
紀　

嘉
祥
元
年
﹇
八
四
八
﹈
六
月
二
十
八
日

右
衛
門
南
町
の
民
家
に
火
を
失
し
、
延
き
て
数
十
烟
を
焼
く

京
内
の
構
成
と
町
の
発
達

文
徳
天
皇
実
録　

天
安
元
年
﹇
八
五
七
﹈
八
月
二
十
七
日

右
近
衛
舎
人
町
に
火
つ
け
り

京
内
の
構
成
と
町
の
発
達

日
本
三
大
実
録　

元
慶
元
年
﹇
八
七
七
﹈
十
一
月
二
十
一
日

左
衛
士
居
坊
に
火
つ
け
り
、
延
き
て
七
家
を
焼
く

京
内
の
構
成
と
町
の
発
達

日
本
三
大
実
録　

元
慶
三
年
﹇
八
七
九
﹈
八
月
三
十
日




